
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治～昭和前期の尖閣諸島調査 

ユクン・クバシマに魅せられた男たち 
― 冒険家・漁業者・研究者たちの熱き夢と挑戦 ― 

古賀辰四郎の尖閣諸島開拓 

帝国産業界二貢献ｽﾙ所頗ル大ナラン 

― 絶海の孤島に カツオ王国夢見た !? ― 

米軍施政権下における尖閣調査 

資源の宝庫 島も海も 沖縄の宝 
― 高良学術調査団の五次にわたる調査 ― 

古賀辰四郎は 明治 30 年に開拓に着手 海鳥事業･カツオ
節製造事業など行い 最盛期には移住民 240 余名 戸数 9
９を数えるほど殷賑極めた 絶海の孤島にカツオ王国建設
を夢見ていたのでは？ 大正初期に異変勃発 列島経営から
撤退を余儀なくする 古賀開拓の盛衰顛末を紹介  

ユクン・クバシマは尖閣の沖縄名称で今でも使用 中国はこの
名称もとに魚釣・黄尾と後付け表記 本書ではこのユクン・ク
バシマに魅せられた男たちー古賀辰四郎 黒岩恒 宮嶋幹之
助 恒藤規隆ら 8 名を取り上げ 彼らの熱き夢と事蹟を紹介 

絵 は が き 

絵 は が き 

昭和 25 年高良鉄夫により戦後初の尖閣単独調査が敢行 
以後琉大・琉球政府による富源調査（二次） 琉大尖閣実習
調査（三次）等々・・高良が主導し五次にわたる調査が実施
された 調査成果は尖閣の諸策に影響与え 後の学術調査
の進展に大きく貢献した  

絵  は が き 

 

 

 

「尖閣研究」豆図解ｼﾘｰズ （絵はがき付） 5 編刊行  

第 1 集：尖閣諸島前史（｢ﾕｸﾝ･ｸﾊﾞｼﾏ｣から｢尖閣列島｣ﾍ）  
 

尖閣諸島は 古賀氏の開拓 漁民による漁場開発利用 学術調査団による島の
自然・生物相の解明・・等々がなされ 数多の実効支配の偉業が積み上げられてきた  

先人たちが築いた 120 年余の壮大な歴史パノラマ 尖閣諸島の真の歴史を紹介 



 

米軍施政権下における怒りの闘い 

沖縄の宝 尖閣の島と海 守れ !! 
― 領土標柱と警告板設置 救難艇「ちとせ」による取締り ― 

復帰前夜の尖閣めぐる秘話 

琉 球 郵 政 人 の 熱 き 闘 い 
― 「尖閣アホウドリ」切手発行物語 ― 

絵 は が き 

絵 は が き 

中国台湾作成の地図は 尖閣は琉球群島に属し 日本領土
と明記 昭和 43 年エカフエ発表で 突如領有権主張に転じ 
略奪攻勢仕掛けてきた これに怒り 石垣市の領土標柱 琉
球政府の三ヵ国語警告板設置などなされ 復帰前夜には「沖
縄の宝 尖閣の島と海守れ」の島ぐるみ運動が巻き起こった 

戦後沖縄は米軍施政権下にあり琉球郵政庁は独自に切手
発行 昭和 47 年 5 月日本復帰で閉庁 琉球郵政人の悲願
は権能がある間に「尖閣切手」発行したい 秘かに「尖閣ア
ホウドリ切手」発行を企図 隠れ蓑作戦と知略で以て 日米
政府の検閲を突破 復帰 1 カ月前 見事発行を成し遂げた 

 

「尖閣研究」豆図解ｼﾘｰズ（絵ハガキ 12 枚付） A5 判 14p 頒価 300 円 
第 1 集「尖閣諸島前史」 5 部揃い：１､500 円（送料 180 円） 分冊でも頒布可 

目下 中国は尖閣に武装公船を派遣 居座りを常態化させ 領海侵犯繰り返し世界に
向け 中国領土とのまやかし外交宣伝を盛んに行っていますが 中国は実効支配を証
左するもの 国際社会に自国領土と示せる写真 1 枚 報告書 1 片すら持っていません 

わが国の実効支配の歴史的事実こそ 中国のまやかしを打ち砕く最大の武器です 

絵はがき写真 1 枚で 中国の万遍の領有権主張を打ち砕くことができます 
皆様が 知人友人へ 絵はがき 1 枚を送って頂ければ 百聞は一見に如かず わが

国の実効支配の事実をしっかりと認識させることができます これらの絵はがき 1 枚で
中国の野望・欺瞞を撃破する絶大な力を発揮し 尖閣を守る最大の武器になります 

本書の注文・問い合わせ 
〒902-0066 沖縄県那覇市大道 40 番地 （お手紙・はがき可） 

尖閣諸島文献資料編纂会 電話・ファクス：09８-88４-1958  
    https://senkakudmca.zouri.jp 携帯：07０-5415-6349 

Email senkakudmcaa@gmail.com 


